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学生カルテは学生救済の意義が大きい側面がある

学生カルテは格納するデータがきめられている大学が
多い。ポートフォリオはなんでも掲載する

入力された情報と、情報を閲覧する側の印象が異なる
という問題が出てきている。選択式や自由記述など、
大学により違いがある

ポートフォリオは中間層の自立を促す。学生の自由に
任せる大学が多い。ゼミや課外活動、留学やボラン
ティア活動など

システムの形態としては、学生カルテは出欠管理シス
テム等、ポートフォリオはLMS、SNS等も含まれる



ポートフォリオは教員主導で動く必要
がある。

直近の問題として学生カルテに主眼
を置く。

ポートフォリオは各大学において、学
生と教員が、成長させ、作り上げてい
くものである。

・学生の多様化が急激に進行し、対応に配慮が必要な学
生が増えた

・多様な入試方法により学力に見合っていない学生が入
学してきている

・保護者からの問い合わせやクレームに即座に対応する
必要がある

・大学の学生指導力の向上

・成績不振者へのきめこまやかな対応・指導、気づき・成
長を促す

・大学にきめ細かいサービスが求められている



・学生カルテはあくまで学生支援の手段で
あり、学士力の向上という観点とは関係なく
必要なもの。

・学生カルテがあれば問題が解決するわけ
ではないが、まずスタートラインに立つため
に必要な情報を持ちたい。

★学生ニーズ
・指導の促進
・成績不振者のフォロー
・キャリア形成⽀援

★保護者ニーズ
・学修情報の提供
・クレームに対する真摯な対応
→安⼼感を与える

★教職員間の情報共有
（背景）
・教職員が学⽣の情報が⾒えない。
・教職員が学⽣・保護者を盥回しに
してしまっている。



学生・保護者のニーズを充た
すために、情報共有の在り方
を考え実現することで、大学
の指導力を向上させる



前提として、個人情報は大学外に出てしまって初めて保護で
きていないという点についてコンセンサスを得て、情報の一元
化を計る

学内委員会を設置し、閲覧権限や情報公開の範囲について、
詳細に決めておく必要がある

前述の項目をすべて学生カルテに含むには、教職員のより
一層の個人情報保護に関する研修が必須

入力する内容には個人的な感情を排除した客観的な記述が
必要

情報を知った上で、どう学生を支援するか情報利用者側の教
育が必要（先入観を持ってはいけない）


